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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第98期

第３四半期連結
累計期間

第99期
第３四半期連結
累計期間

第98期
第３四半期連結
会計期間

第99期
第３四半期連結
会計期間

第98期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 79,720,88982,256,11328,842,72629,592,020104,341,787

経常利益（千円） 2,236,4072,477,141957,464 915,8572,695,532

四半期（当期）純利益（千円） 1,259,3181,436,068556,494 545,7301,438,733

純資産額（千円） － － 21,179,92922,463,43321,528,690

総資産額（千円） － － 53,005,13752,843,45046,362,810

１株当たり純資産額（円） － － 2,520.972,673.832,562.51

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
149.92 170.97 66.25 64.97 171.28

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 39.9 42.5 46.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△490,589△2,071,173 － － 3,808,487

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△337,943△358,142 － － △342,860

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△32,4982,679,051 － － △4,788,032

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 3,243,0723,016,8192,782,479

従業員数（人） － －
416

[136]

405

[123]

404

[132]

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載を

省略しております。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、新株予約権付社債等潜在株式がないため記載して

おりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 405 [123]

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 315 [93]

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月

21日）を適用しております。これによる事業区分へ与える影響はないため、前年同期比較を行っております。

　

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　なお、金額には消費税等は含まれておりません。　

セグメントの名称
　当第３四半期連結会計期間　
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

繊維セグメント

品目 金額（千円） 前年同期比（％）　

原料 － －

テキスタイル － －

繊維二次製品 408,789 109.3

その他 419,058 112.4

繊維セグメント合計　 827,847 110.9

不動産セグメント － －

合計 827,847 110.9
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(2）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を国内外別・事業セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　なお、金額には消費税等は含まれておりません。

①国内

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間　
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）　

繊維セグメント

品目 金額（千円） 　前年同期比（％）

原料 4,662,478 116.1

テキスタイル 3,673,792 101.7

繊維二次製品 19,668,970 100.0

その他 690,285 96.7

繊維セグメント合計 28,695,526 102.5

不動産セグメント 88,567 90.7

合計 28,784,094 102.4

②輸出

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間　
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）　

繊維セグメント

品目 金額（千円） 前年同期比（％）　

原料 384,724 94.0

テキスタイル 278,935 145.3

繊維二次製品 129,589 99.4

その他 14,676 142.7

繊維セグメント合計　 807,925 108.9

不動産セグメント － －

合計 807,925 108.9

③合計

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）　

繊維セグメント　

品目 金額（千円） 前年同期比（％）　

原料 5,047,202 114.1

テキスタイル 3,952,727 103.9

繊維二次製品 19,798,560 100.0

その他 704,961 97.3

繊維セグメント合計 29,503,452 102.6

不動産セグメント 88,567 90.7

合計 29,592,020 102.6
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(3）仕入実績

　当第３四半期連結会計期間における仕入実績を国内外別・事業セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　なお、金額には消費税等は含まれておりません。

①国内

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）　

繊維セグメント

品目 金額（千円） 　前年同期比（％）

原料 4,243,699 115.3

テキスタイル 3,507,484 104.6

繊維二次製品 5,259,415 100.1

その他 486,921 104.3

繊維セグメント合計 13,497,521 105.8

不動産セグメント 81,347 95.4

合計 13,578,868 105.7

②輸入

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）　

繊維セグメント

品目 金額（千円） 　前年同期比（％）

原料 529,292 122.1

テキスタイル 731,172 157.8

繊維二次製品 9,771,285 107.2

その他 15,492 30.7

繊維セグメント合計 11,047,242 109.8

不動産セグメント － －

合計 11,047,242 109.8

③合計

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間　
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）　

繊維セグメント

品目 金額（千円） 　前年同期比（％）

原料 4,772,992 116.1

テキスタイル 4,238,657 111.1

繊維二次製品 15,030,700 104.6

その他 502,413 97.1

繊維セグメント合計 24,544,763 107.6

不動産セグメント 81,347 95.4

合計 24,626,110 107.5
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(4）成約実績

　当第３四半期連結会計期間における成約実績を事業セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　なお、金額には消費税等は含まれておりません。

区分 セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間　
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）　

期中成約

高

繊維セグメント

品目 金額（千円） 　前年同期比（％）　

原料 5,439,766 121.0

テキスタイル 4,039,997 109.0

繊維二次製品 19,584,111 100.9

その他 704,961 98.4

繊維セグメント合計 29,768,837 105.1

不動産セグメント 88,567 90.7

合計 29,857,405 105.0

期末成約

残高

繊維セグメント

　

品目 金額（千円） 前年同期比（％）　

原料 1,638,692 197.3

テキスタイル 1,234,746 178.5

繊維二次製品 993,652 94.3

その他 － －

繊維セグメント合計 3,867,091 150.1

不動産セグメント － －

合計 3,867,091 150.1
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、堅調な外需と政府の経済対策の効果により一部で企業収益

が改善するなど持ち直しの兆しが見られました。しかしながら、依然としてデフレ傾向が継続していることや失業

率が高止まりするなど、未だ楽観を許さない状況であります。

繊維業界におきましても、消費者の低価格志向・節約志向は依然として根強く、原材料価格の高騰を販売価格に

転嫁することも困難で経営環境はますます厳しさを増しております。

また、繊維二次製品の主たる生産国である中国での労働力不足などが生産力低下の深刻化を招き、納期遅れや品

質問題へと波及するなど、販売・生産ともに厳しい状況が続いております。

このような状況の下、当社グループは、加工開発力と企画提案力を強化し高付加価値商品の拡販を進め、高品質

・短納期・適正価格に対応する機能を向上させ、優良取引先との取り組み深耕と新規顧客開拓に注力してまいり

ました。合わせて全社をあげたコスト削減にも取り組んでまいりました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は29,592,020千円（前年同期比2.6％増）、営業利益は1,173,967

千円（前年同期比9.2％増）、経常利益は915,857千円（前年同期比4.3％減）となり、四半期純利益は545,730千円

（前年同期比1.9％減）となりました。

　事業セグメントの業績は次のとおりであります。

［繊維セグメント］

　当第３四半期連結会計期間における繊維セグメントの部門別の経営成績等は次のとおりであります。

＜原料部門＞　

原料部門では、繊維原料の価格高騰と新興国の旺盛な需要や欧米の景気回復基調により、産地の一部では改善の

兆しが見られました。とくに資材用途では拡大傾向が続き、衣料用途でもインナー関連を中心に回復傾向にありま

す。

このような状況の下、当社グループは、高次加工糸など高付加価値商品の販売拡大と優良取引先との取り組み強

化に注力しました。しかしながら、円高が輸出商品の採算面に影響しました。

この結果、原料部門は売上高5,047,202千円（前年同期比14.1％増）となりました。

＜テキスタイル部門＞

テキスタイル部門では、中国の生産背景の不安定さによる生産の国内回帰や原材料価格の高騰による仕入の早

期化等により、商況は回復基調にあります。しかしながら、販売価格への価格転嫁は依然困難で、また円高が機能素

材の輸出に影響するなど採算面では厳しい状況で推移しました。

このような状況の下、当社グループは、商品力・ＱＲ（クイック・レスポンス）対応力を強化し拡販に努めてま

いりました。また、主力の販売戦略である「テキスタイル・プロジェクト」では、これまで進めてきた効率化が奏

効し好調に推移しました。

　この結果、テキスタイル部門は売上高3,952,727千円（前年同期比3.9％増）となりました。

＜繊維二次製品部門＞

　繊維二次製品部門では、一部のマーケットに回復の兆しが見られるものの個人消費は依然低調に推移しておりま

す。また、主たる生産国である中国では労働力不足などによる生産力低下が続いており、納期遅れや品質問題を引

き起こす要因となっております。これに加え、原材料価格の高騰の影響を販売価格へ転嫁することが困難であり採

算面が悪化するなど厳しい状況が続いております。

このような状況の下、当社グループは、ＯＤＭ（企画段階から請け負い、製造、供給する）生産への取り組みを進

展させるなど企画提案力を強化し、優良取引先との取り組み深耕と新規顧客開拓に注力してまいりました。また、

中国における生産拠点の確保と管理の徹底に努めるとともに、国内外を問わず、中国以外での生産拠点の開発を進

めてまいりました。

　この結果、繊維二次製品部門は売上高19,798,560千円（前年同期比0.0％増）となりました。

［不動産セグメント］

　当第３四半期連結会計期間における不動産セグメントの売上高は88,567千円（前年同期比9.3％減）となりまし
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た。

（２）キャッシュ・フローの状況 

　当第３四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、借入金の増

加等により、第２四半期連結会計期間末に比べ、350,920千円（13.2％）増加し、当第３四半期連結会計期間末には

3,016,819千円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間において営業活動により資金は2,968,943千円減少しました。これは主に売掛債権の

増加等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間において投資活動により資金は94,248千円減少しました。これは主に定期預金の預入

等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間において財務活動により資金は3,418,836千円増加しました。これは主に借入金の増

加等によるものであります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

（４）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は6,673千円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

会社名 所在地
セグメントの
名称　

設備の内容
　

　

投資予定金額　
資金調達
方法 

着手及び完了予定　
総額

（千円）　
既支払額（千
円）

着手　 完了　

当社
東京都

墨田区

不動産セグメ

ント

賃貸用

マンション
800,000 －　

自己資金

及び借入金
平成23年９月平成25年１月

（注）上記金額には消費税等が含まれております。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 45,568,000

計 45,568,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,568,000 10,568,000
㈱大阪証券取引所

市場第二部

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元株式数　100株

計 10,568,000 10,568,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日　
－ 10,568,000 － 1,088,000 － 805,188

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,168,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,396,300 83,963

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元株式数　100株

単元未満株式 普通株式 3,300 － 同上

発行済株式総数  10,568,000 － －

総株主の議決権 － 83,963 －

 

 

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ヤギ
大阪市中央区久太郎町

二丁目２番８号
2,168,400－ 2,168,400 20.52

計 － 2,168,400ー 2,168,400 20.52
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,054 1,014 1,104 1,335 1,072 1,020 1,005 999 1,050

最低（円） 955 953 970 1,027 1,013 972 965 967 985

　（注）　最高・最低株価は、株式会社大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動　

新役名 新職名 旧役名 旧職名　 氏名　 異動年月日

取締役
海外事業部長　兼

物流部管掌
取締役

海外事業部長　兼

物流部長
野間省司　 平成22年10月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,327,619 2,971,096

受取手形及び売掛金 ※4
 32,939,334 28,039,633

有価証券 73,264 83,221

たな卸資産 ※1
 5,784,144

※1
 4,546,223

繰延税金資産 673,506 672,488

その他 538,774 390,251

貸倒引当金 △244,876 △327,260

流動資産合計 43,091,766 36,375,655

固定資産

有形固定資産 ※2
 4,076,899

※2
 4,216,077

無形固定資産 55,639 71,656

投資その他の資産

投資有価証券 4,150,144 4,280,989

その他 1,796,374 1,800,999

貸倒引当金 △327,375 △382,568

投資その他の資産合計 5,619,143 5,699,420

固定資産合計 9,751,683 9,987,155

資産合計 52,843,450 46,362,810

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※4
 15,604,423 13,358,619

短期借入金 7,579,101 4,563,601

未払法人税等 651,564 80,583

引当金 451,453 745,693

その他 3,529,169 3,372,551

流動負債合計 27,815,711 22,121,049

固定負債

繰延税金負債 279,722 385,181

退職給付引当金 623,858 616,400

その他の引当金 232,664 233,934

その他 1,428,059 1,477,553

固定負債合計 2,564,304 2,713,070

負債合計 30,380,016 24,834,119
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,088,000 1,088,000

資本剰余金 805,188 805,188

利益剰余金 21,518,488 20,418,406

自己株式 △1,628,495 △1,628,282

株主資本合計 21,783,181 20,683,312

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 647,198 800,349

繰延ヘッジ損益 89,710 89,710

為替換算調整勘定 △61,376 △49,150

評価・換算差額等合計 675,532 840,908

少数株主持分 4,719 4,469

純資産合計 22,463,433 21,528,690

負債純資産合計 52,843,450 46,362,810
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 79,720,889 82,256,113

売上原価 69,678,162 71,304,397

売上総利益 10,042,726 10,951,715

販売費及び一般管理費 ※1
 7,794,159

※1
 8,158,178

営業利益 2,248,567 2,793,537

営業外収益

受取利息 9,925 7,713

受取配当金 105,637 113,144

その他 23,180 37,073

営業外収益合計 138,743 157,930

営業外費用

支払利息 60,366 28,591

売上割引 74,767 78,614

為替差損 － 353,864

その他 15,769 13,256

営業外費用合計 150,902 474,326

経常利益 2,236,407 2,477,141

特別損失

投資有価証券評価損 － 37,535

特別損失合計 － 37,535

税金等調整前四半期純利益 2,236,407 2,439,606

法人税等 976,873 1,003,266

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,436,340

少数株主利益 216 271

四半期純利益 1,259,318 1,436,068
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 28,842,726 29,592,020

売上原価 24,935,255 25,516,227

売上総利益 3,907,470 4,075,792

販売費及び一般管理費 ※1
 2,832,812

※1
 2,901,824

営業利益 1,074,658 1,173,967

営業外収益

受取利息 2,932 2,069

受取配当金 29,972 35,327

その他 7,760 7,909

営業外収益合計 40,665 45,305

営業外費用

支払利息 15,067 10,084

売上割引 28,146 31,600

為替差損 113,099 255,911

その他 1,544 5,819

営業外費用合計 157,858 303,415

経常利益 957,464 915,857

税金等調整前四半期純利益 957,464 915,857

法人税等 400,883 370,056

少数株主損益調整前四半期純利益 － 545,801

少数株主利益 86 70

四半期純利益 556,494 545,730
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,236,407 2,439,606

減価償却費 263,703 224,234

貸倒引当金の増減額（△は減少） 35,377 △137,575

賞与引当金の増減額（△は減少） △182,845 △226,090

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △78,500 △92,000

返品調整引当金の増減額（△は減少） △109,907 23,851

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17,606 7,457

前払年金費用の増減額（△は増加） △103,404 △111,398

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △35,745 △1,270

受取利息及び受取配当金 △115,563 △120,857

支払利息 60,366 28,591

投資有価証券評価損益（△は益） － 37,535

売上債権の増減額（△は増加） △1,755,717 △4,899,700

固定化債権の増減額（△は増加） △16,708 118,707

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,485,994 △1,237,921

仕入債務の増減額（△は減少） △1,288,499 2,245,804

未払金の増減額（△は減少） △78,546 121,687

その他 507,784 △146,027

小計 841,802 △1,725,367

利息及び配当金の受取額 115,611 120,869

利息の支払額 △68,271 △28,571

法人税等の支払額 △1,379,732 △438,104

営業活動によるキャッシュ・フロー △490,589 △2,071,173

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,125 △170,182

定期預金の払戻による収入 48,000 48,000

有価証券の償還による収入 － 10,000

有形固定資産の取得による支出 △65,350 △71,094

有形固定資産の売却による収入 － 7,900

ソフトウエアの取得による支出 △1,498 △4,150

投資有価証券の取得による支出 △198,392 △142,342

関係会社株式の取得による支出 － △20,000

長期貸付けによる支出 △6,494 △48,090

その他 △14,082 31,816

投資活動によるキャッシュ・フロー △337,943 △358,142

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 303,620 3,015,500

自己株式の取得による支出 △146 △212

配当金の支払額 △335,947 △336,210

その他 △25 △25

財務活動によるキャッシュ・フロー △32,498 2,679,051

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,406 △15,394

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △858,625 234,340

現金及び現金同等物の期首残高 4,101,697 2,782,479

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,243,072 3,016,819
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間　
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（「資産除去債務に関する会計基準」の適用）

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しておりま

す。

　なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響額は軽微であります。　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

　様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

　り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

２．為替差損は前第３四半期連結累計期間まで営業外費用の「その他」に含めて表示しておりましたが、当第３四半期

　連結累計期間では、営業外費用の総額の100分の20を超えたため、区分掲記しております。なお、前第３四半期連結

　累計期間の営業外費用の「その他」に含まれている為替差損は6,722千円であります。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結貸借対照表関係）

　前第３四半期連結会計期間において区分掲記しておりました「関係会社整理損失引当金」は、当第３四半期連結会計期

間においては負債及び純資産の合計額の100分の１以下であるため固定負債の「その他の引当金」に含めて表示してお

ります。

　なお、当第３四半期連結会計期間の固定負債の「その他の引当金」に含まれている「関係会社整理損失引当金」は

20,885千円であります。

　

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四

半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．たな卸資産の評価基準及び評価方法 　当第３四半期連結会計期間末においては、実地たな卸を省略し、直近連結会

計年度末に係る実地たな卸高を基礎として、合理的な方法によりたな卸高を

算出しております。

 また、たな卸資産の簿価切下げに関し、連結子会社においては、収益性の低下

が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法

によっております。　

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環

境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、

前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを利用する方法により算定しております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　たな卸資産

商品及び製品 5,376,423千円

仕掛品 196,512千円

原材料及び貯蔵品 211,208千円

※１　たな卸資産

商品及び製品 4,220,863千円

仕掛品 180,947千円

原材料及び貯蔵品 144,412千円

※２　有形固定資産の減価償却累計額 4,805,436千円 ※２　有形固定資産の減価償却累計額 4,658,688千円

　３　偶発債務

　非連結子会社及び関連会社の銀行借入及びＬ／Ｃ開設

等に対する保証

　３　偶発債務

　非連結子会社及び関連会社の銀行借入及びＬ／Ｃ開設

等に対する保証

八木貿易（深?）有限公司 185,564千円

譜洛革時（上海）貿易有限公司

保定八木化繊有限公司

債務保証損失引当金

286,616

43,680

△154,230

千円

千円

千円

　合計 361,630千円

八木貿易（深?）有限公司 220,607千円

譜洛革時（上海）貿易有限公司

保定八木化繊有限公司

債務保証損失引当金

275,299

39,630

△154,230

千円

千円

千円

　合計 381,305千円

※４　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理は手形交

換日をもって決済処理しております。従って、当第３四

半期連結会計期間末日は金融機関の休業日であったた

め、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末残高に含まれております。

 

───────

受取手形 786,974千円

支払手形 458,894千円
 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 1,792,255千円

貸倒引当金繰入額 121,286千円

従業員給与 1,919,506千円

賞与引当金繰入額 283,955千円

役員退職慰労引当金繰入額 10,000千円

退職給付費用 155,034千円

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 1,966,039千円

貸倒引当金繰入額 116,564千円

従業員給与 1,907,432千円

賞与引当金繰入額 272,697千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,500千円

退職給付費用 126,645千円

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 734,043千円

貸倒引当金繰入額 82,131千円

従業員給与 620,589千円

退職給付費用 51,140千円

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 805,911千円

貸倒引当金繰入額 2,222千円

従業員給与

役員退職慰労引当金繰入額

633,320

2,500

千円

千円

退職給付費用 43,903千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 3,423,654千円

預入期間が３ヶ月を超える預金 △180,582千円

現金及び現金同等物 3,243,072千円

　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 3,327,619千円

預入期間が３ヶ月を超える預金 △310,799千円

現金及び現金同等物 3,016,819千円

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　10,568千株　　　　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　 2,168千株

３．配当に関する事項

　　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 335,986 40平成22年３月31日平成22年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　事業の種類として「繊維事業」及び「不動産事業」に区分しておりますが、このうち当第３四半期連結累計

期間における全セグメントの売上高及び営業利益に占める「繊維事業」の割合がいずれも90％を超えている

ため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間における本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合が90％を

超えているため、記載を省略しております。

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、その記載を省略しております。

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。　

　当社グループは、当社を中心に各種繊維製品の売買及び輸出入取引を主たる業務とする一方で、当社及び子会社

２社において不動産賃貸業を行っております。 

　したがって、当社グループでは、経営管理手法の異なる繊維事業及び不動産事業の２つを事業セグメントと識別

した上で、量的基準を考慮した結果、繊維事業のみを単一の報告セグメントとしております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成

20年３月21日）を適用しております。
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（金融商品関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　短期借入金が事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が

認められます。

　

　

四半期連結貸借対照表

計上額

（千円）

時価

（千円）

差額

（千円）

　　短期借入金 7,579,101　 7,579,101 －

注．金融商品の時価の算定方法

　　短期借入金

　　短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

　

（有価証券関係）

該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。　

（資産除去債務関係）

該当事項はありません。 　

　

（賃貸等不動産関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 2,673.83円 １株当たり純資産額 2,562.51円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 149.92円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 170.97円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 1,259,318 1,436,068

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,259,318 1,436,068

期中平均株式数（千株） 8,399 8,399

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 66.25円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 64.97円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 556,494 545,730

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 556,494 545,730

期中平均株式数（千株） 8,399 8,399

（重要な後発事象）

　　　 該当事項はありません。

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

 

２【その他】
 

①　決算日後の状況

　　　 　該当事項はありません。
　

②　訴訟等

　　　 　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月12日

株式会社ヤギ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 谷上　和範　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増田　豊　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヤギの平成

21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤギ及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月14日

株式会社ヤギ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増田　豊　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西野　尚弥　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヤギの平成

22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤギ及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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